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花々が以前に提案 した統計力学的定式に基づいて間欠性カオスの q相転移を解析的に議

論する.特に連続的に相転移する場合の臨界指数を求め ,熱平衡系における臨界現象 との

比較をおこな う.目

前回の研究会で報告 したように,1次元写像xn十1=Xn+XE Z (mode1,Z〉0)は ,r=Z/(Z-1)

がlくr≦2の場合q=1で2次相転移をする.2) 秩序パ ラメータに相 当するバース トのq次重

みつ き類度Hq,p)と,それに共役な変数FLを導入すると,圧力関数は 0くe≡卜q,y〈1に対

してP(q,LL)≡-(q-1)K.=cl/(r~ lÎ(p/e)(Kq;q次レニイエ ントロピー)と表 されることが導

かれ る.ここで,スケー リング関数は (̂x)=C(l十Dx)1/tr-1〉(C,D〉0)である.秩序パラメ

ータは*(q,y)二lap(q,p)/ayと与 えられるから.臨界指数B=(2-r)/(r-1),S=(r-1)/(2-r)が

求め られる.-同様に ,"磁化率","比熱"相 当量に対 してもT=q=(2r-3)/(r-1)が得 られ

る.相関距離に相 当す る特性時間の臨界指数は ,q次の重みつ きパワースペクトラムから

計算され ,それぞれV=1/(r-1),q=5-2rと与えられ る.興味深いのは,これ らの臨界指数は

熱平衡系 と同 じスケー リング則

2-α十 2β 十 γ-aY β (1十 8 ) -77十 γ/Z/-α十 dz/

をd=1として満た していることである.間欠性カオスにおいて も臨界現象 と同様に長時間

にわたる"ゆ らぎ"が存在 していることを意味 している.しか し,無秩序相にあたるq〉1

では ,"温度 " qや"磁場 " 〟によって励超 される"ゆ らぎ"は完全に凍結されてお り,

相転移点前後における臨界指数の対称性は破れていることに注意す る.

詳細は文献 1)を参照 されたい.
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